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平成２５年１１月 ８日 

①  研究テーマ 災害廃棄物等の海域処分に関する研究 

② 
 

目
的 

 東日本大震災で発生した災害廃棄物や津波堆積物は，主に沿岸域に集積されて中間処理が進められている．現地では、再資源化や

減容化が進む一方で，選別不燃物・余剰汚泥・焼却残さ等の処分場不足が顕在化しつつある．また，相当量の放射性の廃棄物等の発生

が見込まれる福島県では，今後の処理推進を図るうえで処分場の確保は重要な課題となっている． 

 一方，南海トラフ巨大地震や首都直下地震への備えを強化することが社会の関心事になっている．それらの地震では強い地震動や大き

な津波によって膨大な量の災害廃棄物が発生することが予測されているため，それらを効果的かつ効率的に処分する方法を見出していく

こともまた重要な課題になっている． 

 そうした状況を踏まえ，本研究では，災害廃棄物等を海域で処分する技術の検討を行う．災害廃棄物等の種類・発生量，海域条件等を

適宜設定し，処分の安全性と経済性を確保できる処分施設の構造と運用方法を検討する． 

③ 
 

活
動
内
容 

（１）災害廃棄物の海面処分の考え方 

 災害廃棄物等の発生状況を調べ，海面処分による対応の考え方を整理する． 

（２）海面処分場の地震・津波に対する安全性の検討 

 地震や津波に対して安全な海面処分場の構造を検討する． 

（３）海面処分場の維持管理方法の検討 

 長期にわたり持続可能な海面処分場の維持管理手法を検討する． 

（４）海面処分の費用低減技術の検討 

 経済的な海面処分を可能にする海面処分場の建設技術を検討する． 
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グ
ル
ー
プ
の
構
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⑤  日程表 研究期間 

 

平成 ２５年 １１月～平成 ２６年 １２月 開催頻度 １回/月程度 

開催場所 

 

日本沿岸域学会事務局（みなと総研）の

会議室にて開催予定 

⑥  研究運営費 助成額：           ０ 万円 

      

 

 

 


